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î
t

聽

看

^

^

警

氣

ん
 

%

歡

：
c
6 '
a
.

)  

％

%

R
K ;
5̂

v r

i,§smvy輸
矮
上
粮
$&+助
カ
す
る
ぢ
被. 

攝
f

こ
と
な
じ
。"：̂

^
で
是
德
等
爾
河
|

還

鄉.

■
計
蕾
約

$
#
_ょ
基

看

歲

S
琢
校
氣

’

氏
^-
/
客

蓮

塗
&.
§
爲
€
^
這
般0.
計
®
を

\',  

w
#1*
象

目

■
響

醫

&
^
^
f̂
a,
ll
'

:

就
^

&
b
e
m
M
e
d

 
公

反
®

:

.

®
 

i

s

_m'
s

%

 然

•る

裏

琲
 

:

鵰

顏

這

般
0

_
氣

て

_

豪

不

可

赠

,

、

:;

吩

なU

て
.泳

.it
;
.
せ
：
し

^

允

 

タ

雜

參
':14 '
上 is

r
^
*
:
;
:

 

:

^
¥!
®

^

^

f̂:
^

o

b

s-v
'

.

'

^

及.^

' 

c
^
a
r
^
^
0
®
^
^
f
l

u;
i
.
^
^
:
^

;v
.
^
K
a
r
^
^
^
k 

▼
て
:-
'
-

B
a
r
s
z
&
J
r

,'
ネ
か
で̂

^

^

^

^

^
 

せ
B
 路
:>
r 聰
し
1て
ハ 

、河
ば
■
$

<

!

'

し

霉

集

飲

に

？
 s

t
o
w
e
r
:
?
g

暴

®

^

w

l .〗
m

tra
tfsd

各
^

る.一 .  
一_

の
所
に

航

行

す

る

を

得
<

.

#
^
1意 
ln̂

<'M
g
^
«̂幾
^
'̂



if
i]：l\

nLf-.
-'
r
i

x.pirthL l.ik 
tisnv̂
y,,̂

( i

丨”

策
十
四
，盤

(

八n

三

雜

錄

ァ

ン

ド'
ュ
1
*
ャ
ヲ
ゾ|ト
ゾ
の.
^ .
^
^

镔
六
跋

で

相

通

中

可

し

？

而

し

：て

此

の

八

®

0 -
蜜

路

は
 

丘

陵

多

きS

牢

乾

燦

，の

良

地

ね

ら

.
し
'̂

る

を

得

可

し。)  

c
b

a
rw

m
l

河
.̂

し

て 

o
id

fo
rd

'  1
.0

.  

B
a

n
b

u
rv

fc
至

る

迄

航

行

じ

得

可

き

も

の

た

.

じ

^ '
る_

に

ば
®.

1乾
 

磅

、

河

を̂

て
5
承

1:0
1
1̂
茧

る

迄

赋

行

す

.
一 

な

を

得

せ

し

む

る

が

.
爲
k

は

約

四

千

磅

を

一

要

す

可

し

- 

，
是

れ

等

の

1

1
計
*

に

し

て

完

成

せ
.
ん

れ

ん

か0 -
^
か
^ ;-, 

|  

W
a
le

s  
.
の
'全

部

、‘S
h

ro
p

sh
ire

,  
sta

ffo
r

f rllrre

 '  

及

び 

|  

纪

5
1:0
1ょ

り
0 ,
重

大

な

：各

貨

物

は

低

廉

^ :
偸

敦

忙

徕

復| 

す

る
^

至

る

可

ぐ

、

是

れ

に

由

り

て

鍵

に

煶

®

し

た

る

一
 

M
i f
及

叹

鐵

の

兩

工

業

の

發

達

を

助

成

す

る

，こ

ビ

、

爲

|  

な

可

し.
。( .
岡

、'pp
.  

O
.
W
t 
^

s

W
.
0
.:

一 

■開

盤

ょ

レ

も

寧

ろ

現

存
0:
ぎ

川

に

浚

漱

ゼ

施

じ

、
「

水

門
j  

を

設

け

、

以

て

其0
航

仗

ゼ

可

能

な

ら

し

む

る

に

熱

中
 

:

せ
^

な

ヶ

。

彼

れ

は®

く

英

國

化

於

け

る
S
大

河

及

.び
 

若

：干

の

：小

川

を

實

測

す

る

を

以

で

其

.
の

議
<

爲

し
> 

雨

河

を
'1
‘て

航

行

し

得

可

き

も
0
た

ら

し

，
め
ヽ
，
第

三

の .も

の
«
對

し
<
^-
殆
^
ど

之

：發

完

成

す

ざ

を
^

^

&
 

.ミ

稱

せ
-
 ̂

(

同
：，
％:
:
 193,

4
0々
' ;
'

' 

‘

ば

乂

た

银

遜

及

び

其

の

他

の

獨

逸

諸

地 

方

に

於t

行
ゆ
る >

 
方
法
^

倣
^

て

、

其
の
：他

英 

國

の

大

挪

會

ぽ

於

て

叢

を

陳

止

ず

る

の

策

を

建

て

.々
 

ヶ

ー

消
^
隊

の

組

織>
消

防

翁

員

、
忮»

及
び
見
張
の
.定 

證
、

浪

火

徽

及

，び

縛

？
|

權

災

家

魇

ょ

な

肷

进

せ

各 

財

物

、

新

た

に

製

邀

ぜ

ら

'る

可

き

織

及

び

爾

椾

擎

の

納 

庫

建

設

、

最
高‘塔
0 :
琪

黠

に

■

け

る

觅

贜

の

交

^

ズ
夜

醫

1

•

間

顿

皇

千

分

缀

？

欢
奏
ず2

水
嘴

瞥

橇

參

銅

痛

を

靖

？

5

す
可
&
摇
四
等
即
ち
最
れ
に
し 

,セ
彼
れ
ば
更
ら
に
，語
を
續
：け
て
現
勝
に
於
げ
る
火
事
場 

の
混
亂
を
叙
せ
^
'。
バ
同
、pp. 

f
o
.
^

.
次
.

で

彼

れ

は

等

し

ぐ
®
'

逸

の

例

に

倣

ひ

：て

、

N
o

rth
­

a
m

p
to

n
sh

ire

 
に 
於

.け

る
 W

e
m

n
b

o
ro

u
g

h
,.L

e
ice

ste
rsh

ire

 

に

於

け

る

-
一

定
の

都

邑

、
g

3
^

e r
^

y

 

(
s

h
a

r
w

c
i

l

河

に

し
 

T

:同.
地

ま

で

航

行-し

得

る

た

至

：ら

ば

)

> 

若

レ

ぐ

ば

狡 ^ 細 ::?T3 S 2333S S e a i 卿 孤K S K E ^ i" iS ftT C B  S^tB esSF iW iaEraccsw cyasffla^B C K ijcK a*

,

B
ie

d
d

n
g

to
a

附

近

並

び

ぶw
a

rw
k

k
s
h

ire
K

於
け
る.

,.

_
1彳
六

茛

八

十1

年

を.
以V
刊

行

せ

ら

れ

た

る

E
n
g

丨 

A
v
o

n
:

背
上
の 3

tra
tfo

rd

に

穀

倉(B
a
n
k
-G

ra
n
a
ry)

を

lan
crs.  I3

p
ro

v
e
m

8
t  b

y  S
e
a  an

d
 L

a
n

d

 

の
第
‘1  
0

 

建

設

す

可

き

を

主

張

せ

ち

這

個

の

公

課

倉

庫

は

全

偷

は

其

の

題

號

頁

，に

C
O

L
g

:

卜A
n

 

A
cco

u
n
t  

o
f
ぼ 

敦

市

の

手

工

業

者

及

び
.
地
方
に
於
げ
る
.
：萠

麻

エ

業

に

從scitu
a
tio

n
,  

I

. the

 

G
ro

w
th

s: ^
nd  

M
s^

a
ctu

re
s  

事
し
，つ

、
あ
る
潘

H
、

各

個
&
人

ロ

稠

密

な

る

中

央

都

|  

th
ereo

f.  II  
T
rB

e
n
e
S
t

防
^

ce
ssity  o

f  

市

に
於
け
：る
公
設
醸
.
造

所

及

び

麵

麴

懺

造

所

ハ

蓄

奪

R
e
g

iste
r,,  

in
.  

A

 

M
eth

o
d

 

for 

Im
p

ro
v
in

g
皆
 

B
ake

,h
o
u
se

 an
d

 B
re

w
-h

o
u

se
)

に

於

て

.
準

備

せ

ら

る

 

|

^
a
^
r

N
a
^
> 

Lessen
in

g

 

§
 

G
ro

w
in

g

 

P
o
w

e
r  

o
f  

，
可

き

低

廉

な
‘る
，
マ
ム
麥
酒
其
の
他
の
飲
料
及
’び

麵

雜

を|  

Fran
^-
'

^
l

d 

o
b

ta

a .n
g

 th
e  .H

s
rry

.  IV
V

 p

3Jp
o

ia
IS

 

:

多
致
に
取
得
せ
し
め
：、
鄕
，紳

及

.
び
農
民
％

し
へ
て
萁
の
穀
'

fo
r  F

o
rtifyin

g

 
I
 

$
e
cu

riiig

 T
a
n

g
ie

r  
s
 

th
a

ta
r  

物

に

對

ず

る

鼠

類

の

害

を

免

れ

し

；め
、
穀

價

'の

低

廉

ょ\ 

E
n
e
m

y  
I
n
 b

e  ab
le  tp

A
tta

q
u

e
F
^

A
d

v
a
lsta

g
e

o
s  

b
來

る

不

景

氣

を

防

止

し

、

貧

民

を

養

ひ

、
借

地

人

を

|
1?ro

p
o
sals;  fo

r  

t
lic

D
t
f 

o
f,.  LO

G
d
o
o
,  

fo
f  

th
e

 

'

*
t t
'D
、

現
在
死
藏
せ
，
&
n̂
c
v
、
あ

る
}
切

の

貨

幣

を；

1 

P
re

ve
n
tin

g

 

o
f  

M
ires  

an
d

 M
assacres  tlle

fe
Ja

n
d

 

、
流

通

場«

に

誘

致

し

、
穀
物
を
し

〗

て
雛
が.
て

規

金

に

勝
ゾ
ぞ

，

爿

0

, ^
re

a
t  'o

lsu
rg

e

 

o
ccasio

n
ed

 
^
 

を
の
^
通
資
料
た
る'に
：至

ら
し
む
：る

を

得

可

し
0(

同
s 

,

f f
e
k
拜
P
B*
叫
a
p
a
^̂
a
in

民
^
 

V
L

 T
h

e

 W
a
y

 

a
p 1131,138:

並
び
に C

O
K

HIo
ratio

n
s  u

p
o
n  B

a
n
k-  

t

o'M
a
ke

 

N
e
w

-H
ave

a  

In

 

5s.£f ^
lit  to

 

R
e
d
e
v
e

 

,

G
ra

n
a
rie

svp
p

.‘I50  ff.

及
び pp..  

181 

ff;

等

參

照)

.°
s
s :
p
:c
/?:.
o
f 

B
u
rth

e
n
.  

V
II  

seaso
n
ab

le  

D
IS

C
alirses

,

、—

五

ン

‘ 

ン 
' 

ぐ 

し
 

>

^

:
 

-. 

• 

'
 

丨
 

.
 

■ 

' 

-

'

\

 

..'
笫

ヤ

取

卷.

(

八
甚
3
.
,

) 

'

*
.

錄.
-ア
ン
ド
ず
ネ

ー

⑷
ヤ
ラ-
ャ̂
备
經
‘濟

論
.•.

.

.

第

六

镍—

九
.

M:



ベ5：
lliij
丨丨ボ!fp1

if

>；|

m .

描
十
I

.(

八
三
四
，

)

派

線
，

中
世

Gi

察
Q
文
證
上
に
於
けy
囊
 

' 

s

i

-

.

1

介

s
 A

d
v
l
g
e
o
u
s

 proposals, for I
m
p
r
o
v
i
n
g

 t
h
e
m

 

に
：對 
&

tff
l
;待
す
名
唯’t©

猶
^
 ̂

f
 

b揭

，

自

馨

載

考

章

義

，

幾
,
信
を
：カ
說'1
.有
止
嚎
ぎ
女
ね
ば
費
蜞̂

^

纖
^

^

: 

分
艽
@

0

#

^

«

^
く
.ぜ
办
>
錄
れ
％

ぢ

某@!
所
謙
,

i

 

@

1
 

f

 

f

 

 ̂

W

I
 

^

«

®(o
.

碁

定

靡

述

使
6

&
だ

廣

愚

を
1

^
- '.

.'
•
經
濟
論
0
爾
@-
を
^

^

^
#.
馨

.る

急

..と

辦

オ

氣

f 

.
'
V 

ŷ.
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て「

ま. 

己
§

」

を

基

本

と

す

る

：物®S

方
面
の.
生
：活

で

あ

る

。
：
 

故

に

吾

人

が

敗

成

す

る

文

化

の

I

而

は

，
經

濟

的

文

¥
:
 

あ

冷

。
換

言

す

れ

ば

物

質

的

注

產

手

段

の

進

化

で

;|
):
名
。 

然

し
^

ら

文

化

の

全

贈

が

物

質

的

文

化

で

な

い

？
ぞ

.は 

.
云

ふ

ま

で

も

な
.
い
。
普

通

物

質

的

方

面

に

相

反

對

す

る 

人
類
の
、̂
识

し
..
て._. -
;»

刺

的

方.
面
か>

擧.
げ

ら

れ

る0

.
即

ち_

猶
".
哲

學

、

科

學

、

：

宗

敎

等

の

所

謂

文

化

の

，所 

,
靡
の
內
で
：抽
：像

的

な

る

も

の

は

"
菩

人

の

精

神

的

方

面 

:

の

發

現

で

あ

る

ミ

考

へ

ら

，，れ

る

。
，此

の

人

類

'の

精

神

，
的
一 

■
方

面^
物
質
的
方
丽
ビ
の
對
立
は
、
：
.
素
ょ
り
巖
重
に

M

 

別

す

る

之€
は
出.
來

な

い
-0
'
兩

者

相

待
'0
て
、
各
自
の
：
 

文.
化

を

發

達

さ

せ

る

こ

と

が

出

來

る

の

.
で
あ
る
。
然
ん 

.
乍

ら

菩

人Q

生

命

を

持

續

す.る
K
必

藤

多

物

質

的

生

：活

：
 

i

を
れ.
ビ
ゅ
全
く
離
れ_
て

非

物

質

的{5
自

己
0
生
：：海 

，を

形

成

し

や

ぅ

ぞ

す
0

0

 v

校
大.
體

に

於

い
.T
區
別 

す
る 
>)

と
，̂
出

來.
'̂
??
ら
>
ス
。....
'

:

现
在
に
於
け
名
人
類̂

化
0
發
展
は
、
诞
め
根
源
に 

於
て
は
失
張
り
苯
附(

cr
a
l
r
b
^
s
m

)

.の
時
©
を
»
^
.む
て
.

、
來

た

ネ

の

と

見

做
i

M

れ

：
ば

、
警

な

い

.
。
，
.始

め

か

ら
 

舊

女

明

人

で

あ

タ

ね

と

は

續

へ

.
ら

れ
« :.
い

。

此

の

時
 

代

に

あ

つ

て

は

所

謂

文

化

は

な

か

つ

^
S
K

は
^

る

。 

其

の

物

臂

媲

得

の
‘手

段
|

後

世
0.
所

謂

：
生

録

手

段

な
 

る

4

0
は

、
®.

#
て

原

始

的'で
$

^

§

S

K

,

第

屮

四

卷
.

(

A
H
五
‘〕

雜

錄

.

綈
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